
 

 

 

 

１．日時：平成２４年１０月２６日（金）16:00～18:00 

 

２．場所：太田川河川事務所 ３回第一会議室 

 

 

３．出席委員：第１部会 会長 今岡 務    広島工業大学環境学部 

第１部会 委員 米倉 亜州夫  広島大学名誉教授 

第１部会 委員 戸田 常一   広島大学大学院社会科学研究科 

第１部会 委員 川住 昌光   （株）日本政策投資銀行 中国支店長 

                        

 

４．主な意見の概要 

 

【工事関係】 

 ○国道１８８号光中央電線共同溝中央工事 

工事内容としては、歩道部分のアスファルトをはがし、電線共同溝を整備後、歩道部だけを復旧す

るというものか。 

  →地中に管を埋めていく工事であり、そのため歩道と車道を掘削する必要がある。日々、共同溝敷設

工事と復旧作業をするという方法。その中で色々な安全対策の提案について評価していく。 

 

【業務関係】 

○H25-27 国営備北丘陵公園運営維持管理業務 

   評価の妥当性が判断し易くなるよう、配布資料の工夫が必要ではないか？ 

  →評価の根拠が分かり易くなるように資料の見直しを行う。 

 

その他、評価手法及び評価に関する助言を頂く 

 

中国地方整備局総合評価審査委員会 第１部会（第７回）開催結果の概要 



日 時：平成２４年１０月２６日（金）16：00～ 

                     場 所：太田川河川事務所 ３階第一会議室 

 

平成２４年度 中国地方整備局総合評価審査委員会 

第一部会（第７回） 

 

議 事 次 第 

 

１．開  会                                                       

 

２．挨  拶  

 

３．議  事 

 

 【工事関係審査】 

       １）審査対象工事の全体説明 

 

２）審査対象工事の個別説明  

               

 【業務関係審査】 

３）審査対象業務の全体説明  

 

４）審査対象業務の個別説明  

 

４．閉  会 

 



◆第7回　総合評価審査委員会　第１部会　審査対象工事件数・・・・・・・・全8件

（１）技術提案の審査（入札前審査）・・・・・・・・・・1件

【簡易型】（施工体制確認型）

30～ 40～ 50～ 60～

建築 - - - 1 1
・給油施設新設に伴う土工事（ただし、山留
め工事を除く。）における施工上配慮すべ
き事項に関する技術的所見

－ －

計 0 0 0 1 1

（２）評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・・7件

【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～ 総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応

As舗装 - - - 1 1

計 0 0 0 1 1

【施工能力評価型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～

As舗装 - 1 - - 1

計 0 1 0 0 1

工種
施工体制評価点＋加算点の合計

計

工種
施工体制評価点＋加算点の合計

計
評価項目（技術提案）

施工計画

施工体制評価点＋加算点の合計
計 評価項目（技術的所見）工種

【　審査対象工事一覧表　総括表　】



【標準型（Ⅱ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～ 総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応

建築 - - 1 - 1

電気設
備

- - 1 - 1

計 0 0 2 0 2

【簡易型】（施工体制確認型）

30～ 40～ 50～ 60～

電気設
備

- - - 1 1

暖冷房
衛生設

備
- - - 2 2

計 0 0 0 3 3

工種

評価項目（技術提案）

計 評価項目（技術的所見）
施工体制評価点＋加算点の合計

工種
施工体制評価点＋加算点の合計

計



◆第7回　総合評価審査委員会　第１部会　対象工事件数・・・・・・・・全2件

【標準型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～ 総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応

鋼橋上
部

- - - 1 1 -

・鋼・コンクリート合成床版の品質・耐
久性向上に関する施工計画
・桁（鋼材）の耐候性・耐食性の向上に
関する施工計画

-

計 0 0 0 1 1

【簡易型】（施工体制確認型）

40～ 50～ 60～ 70～

一般土木 - - 1 - 1
・掘削工の施工管理、出来形管理に対する
技術的所見

- -

計 0 0 1 0 1

評価項目（技術提案）

工種

施工体制評価点＋加算点の合計
計工種

計 評価項目（技術的所見）

【　施工体制確認型総合評価方式　開札後整理　総括表　】    

施工体制評価点＋加算点の合計



◆第7回総合評価審査委員会　入札前審査対象工事一覧
【簡易型】（施工体制確認型）

④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

(

回

)

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

6 ○
広島県警察機動隊給油施設
整備工事

本
官

建
築

C
＋
Ｄ

営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上3階建
延べ面積　約2,162㎡
　　　　　　　修繕一式
工作物　　　新設一式
外

本工事は、給
油施設新設を
主体とした工事
であり、新設に
伴う土工事に
おける施工上
の配慮は、給
油施設の性能
を実現する上
で重要な要素
である。

－

一
般
競
争

簡
易
型

－ ○ ○ 66.0 30.0 15.0 15.0 36.0

給油施設新
設に伴う土
工事（ただ
し、山留め工
事を除く。）
における施
工上配慮す
べき事項に
関する技術
的所見

10.0 10.0 6.0 3.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 21.0 5.0 5.0 0.0

⑥
地
元
企
業
活
用

合
計

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

①簡易な施工計画

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力

備
　
　
考

評価内容３評価内容１ 評価内容２

施工能力 地域精通度・地域貢献度技術提案

合
計

施工管理体制
入札方式

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

⑦
配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

合
計

本
官
分
任
官
別

工事概要

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

04全体　総合評価審査委員会様式(H24年度第7回).xls入札前【簡易型】2012/11/28



◆第７回総合評価審査委員会　公告前審査対象工事一覧
【技術提案評価型(S型)】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

現
場
従
事
技
術
者
の
能
力

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

○ －
国道１８８号光中央電線共同
溝中央工事

本
官

Ａ
ｓ
舗
装

Ａ

電
線
共
同
溝

本工事は、一般国道１
８８号山口県光市中央
１丁目～２丁目地内に
おける電線共同溝工
事である。
工事延長　L=500ｍ
　開削土工　１式
　電線共同溝工　１式
　　管路工　L=15,347ｍ
　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽN=40箇
所
　舗装工　１式
　排水構造物工　１式

電線共同溝工
事であり、工事
期間中におけ
る規制につい
て、現場を通行
する一般交通
（車両、歩行者
及び自転車）へ
の安全対策が
重要である。

加
算
点
の
合
計
②

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
評
価
点
計
①

評価内容２評価内容１

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

本
官
分
任
官
別

工事概要

事
務
所
名

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

入札方式

備
　
　
考

技術提案 施工能力等
①技術提案

合
計

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

04全体　総合評価審査委員会様式(H24年度第7回).xls公告前（二極化）【技術提案評価型（S型）】2012/11/28



◆第７回総合評価審査委員会　公告前審査対象工事一覧
【施工能力評価型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

求める内容

工
事
内
容
を
施
工
す
る
能
力

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

現
場
従
事
技
術
者
の
能
力

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

○ －
国道１８８号光中央電線共同
溝西工事

本
官

Ａ
ｓ
舗
装

Ａ

電
線
共
同
溝

本工事は、一般国道１
８８号山口県光市中央
６丁目地内における電
線共同溝工事である。
工事延長　L=380ｍ
　開削土工　１式
　電線共同溝工　１式
　　管路工　L=9,264ｍ
　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽN=34箇
所
　舗装工　１式
　排水構造物工　１式

電線共同溝工
事であり、規制
に伴う、一般交
通（通行車両）
に対する安全
対策に配慮が
必要である。

入札方式

備
　
　
考

施工計画 施工能力等

合
計

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

①施工計画

本
官
分
任
官
別

工事概要

事
務
所
名

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

加
算
点
の
合
計
②

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
評
価
点
計
①

04全体　総合評価審査委員会様式(H24年度第7回).xls公告前（二極化）【施工能力評価型(Ⅰ型)】2012/11/28



◆第7回総合評価審査委員会　公告前審査対象工事一覧
【標準型（Ⅱ型）】（施工体制確認型）

④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

○ －
厚狭税務署増築その他建築
工事

本
官

建
築

Ｃ
営
繕

庁舎（増築）
鉄筋コンクリート造
地上2階建
延べ面積　約210㎡
　　　　　　　増築１棟
庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上2階建
延べ面積　約623㎡
　　　　　　　修繕一式
外

構造体コンク
リートの品質・
耐久性の向上
は、設計で要
求された建物
性能を実現す
る上で重要で
ある。

2 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

○ －
広島港湾合同耐震電気設備
改修工事

本
官

電
気
設
備

Ｂ
営
繕

庁舎（既存）
鉄骨鉄筋コンクリート
造
地上7階塔屋1階建
延べ面積　約9,868㎡
電気設備　改設一式
外

発電設備の施
工品質確保
は、設計で要
求された建物
性能を実現す
る上で重要で
ある。

施
工
体
制
評
価
点
計
①

⑥
地
元
企
業
活
用

合
計

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

①技術提案

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力

備
　
　
考

評価内容３評価内容１ 評価内容２

施工能力 地域精通度・地域貢献度技術提案

⑦
配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

合
計

合
計

施工管理体制

加
算
点
の
合
計
②

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

本
官
分
任
官
別

工事概要

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課
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◆第7回総合評価審査委員会　公告前審査対象工事一覧
【簡易型】（施工体制確認型）

④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

(

回

)

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

○ －
厚狭税務署増築その他電気
設備工事

本
官

電
気
設
備

C
営
繕

庁舎（増築）
鉄筋コンクリート造
地上2階建
延べ面積　約210㎡
電気設備　新設一式
庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上2階建
延べ面積　約623㎡
電気設備　改設一式
外

電力設備用
ケーブル配線
の施工品質確
保は、設計で
要求された建
物性能を実現
する上で重要
である。

2 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

○ －
厚狭税務署増築その他機械
設備工事

本
官

暖
冷
房
衛
生
設
備

C
営
繕

庁舎（増築）
鉄筋コンクリート造
地上2階建
延べ面積　約210㎡
機械設備　新設一式
庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上2階建
延べ面積　約623㎡
機械設備　改設一式
外

本工事は、空
気調和設備工
事を主体とした
工事であるた
め、「空気調和
設備工事にお
ける施工上配
慮すべき事項
に関する技術
的所見」を評価
項目とする。

3 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

○ －
広島港湾合同耐震機械設備
改修工事

本
官

暖
冷
房
衛
生
設
備

Ｂ
営
繕

庁舎（既存）
鉄骨鉄筋コンクリート
造
地上7階塔屋1階建
延床面積　約9,868㎡
機械設備　改設一式
外

本工事は、既
設機器の取外
し再取付を主
体とした工事で
あるため、「空
気調和設備機
器の取外し再
取付における
施工上配慮す
べき事項に関
する技術的所
見」を評価項目
とする。

⑥
地
元
企
業
活
用

合
計

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

①簡易な施工計画

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力

備
　
　
考

評価内容３評価内容１ 評価内容２

施工能力 地域精通度・地域貢献度技術提案

合
計

施工管理体制
入札方式

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

⑦
配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

合
計

本
官
分
任
官
別

工事概要

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別
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◆第7回総合評価審査委員会　開札後整理工事一覧

④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

(

回

)

技
術
提
案
の
審
査

(

回

)

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1
広島国道
事務所

道
路

道
路
工
事
課

2 5
東広島・呉道路 馬木高架橋
第１鋼上部工事

本
官

鋼
橋
上
部

－
橋
梁

鋼４径間連続非合成
鈑桁橋　Ｌ＝205.5ｍ
（支間長：42.55ｍ＋
62.0ｍ＋53.0ｍ＋
46.05m）

橋梁の構造体として重
要である床版工につい
て、良好な品質を持っ
た鋼・コンクリート合成
床版構造物とするた
め、構造物の品質・耐
久性向上が重要であ
る。また、耐候性鋼材
の表面に保護性さび層
が形成されることが必
要であり、その成否が
構造物の機能、性能に
与える影響は大きい。
よって、その耐候性の
向上及び鋼材の耐食
性の向上に関する施
工中の配慮は重要で
ある。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

－ ○ － 90.0 30.0 15.0 15.0 60.0

鋼・コンク
リート合成床
版の品質・耐
久性向上に
関する施工
計画

30.0

桁（鋼材）の
耐候性・耐食
性の向上に
関する施工
計画

30.0 60.0 0.0 0.0 0.0

2
福山河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

3 5
尾道・松江自動車道宇賀第９
改良工事

本
官

一
般
土
木

B
＋
C

改
良

本工事は、尾道・松江自動車
道のうち広島県三次市甲奴町
宇賀地内における改良工事で
ある。
 工事延長　Ｌ＝ 700 ｍ
  道路改良    1 式
  　道路土工    1 式
  　　掘削工 掘削(土砂)
71,100 m3
  　　掘削工 掘削(軟岩)
40,070 m3
  　石･ﾌﾞﾛｯｸ積(張)工    1 式
  　　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工    763 m2
  　排水構造物工    1 式

切土主体の工
事であり、その
施工管理や、
施工途中にお
ける出来型管
理が重要であ
る。

－

一
般
競
争

簡
易
型

○ ○ ○ 67.0 30.0 15.0 15.0 37.0

掘削工の施
工管理、出
来形管理に
対する技術
的所見

10.0 10.0 6.0 1.0 2.0 1.0 1.0 4.0 3.0 1.0 19.0 5.0 3.0 8.0 0.0

施
工
体
制
評
価
点
計
①

⑥
地
元
企
業
活
用

合
計

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

技術提案、施工計画

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力

備
　
　
考

評価内容３評価内容１ 評価内容２

施工能力 地域精通度・地域貢献度技術提案

⑦
配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

合
計

合
計

施工管理体制

加
算
点
の
合
計
②

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

本
官
分
任
官
別

工事概要

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課
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